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第５４回 二本松自治会定期総会 議案書 

 

東日本大震災で被災された皆様には、心よりお見舞い申しあげますとともに、 

一日も早い復興を心よりお祈り申しあげます。 

 

 

［議案］ 第１号議案 平成２５年度 活動報告の件（会長） 及び 

決算報告・会計監査報告の件（会計・会計監査） 

第２号議案 平成２６年度 ブロック長承認 及び 役員選出の件（会長） 

第３号議案 平成２６年度 活動計画及び予算 審議・承認の件（会長） 

 

第１号議案： 平成２５年度 活動報告の件 及び 決算報告・会計監査報告の件 

 

[Ⅰ] 平成２５年度 活動報告 （会長） 

 

具体的な活動・行事実績は、下表の通りです。 

 

表１： 平成２５年度 活動報告 主な行事・外部団体主催会議等への参加状況 

月 日 行事名・活動状況 参加者・備考 

４ １４ 多摩川クリーン作戦 参加者：３８名 

２１ バス旅行：いちご狩り（バス３台） 参加者：１２３名 

内子供２８名 

２７ 「調布市 防災教育の日」各校同時防災訓練 （注１） 

「五中避難所運営マニュアル（初動期編）」解説 

参加者：１０名 

３０ 自治会用携帯電話（Ｗｉｌｌｃｏｍ４台）解約  

５ 

 

１１ 総会議案書印刷・製本・配布  

１１ 調布市水防訓練 不参加 

１９ テニス会開催  大人＝１１名、子供=１１名 参加者：２２名 

２６ 第５３回 二本松自治会定期総会→全議案承認 

・出席＝３４名、委任状＝４２５名、合計４５９名＞４２４名 

 

３０ 第１回 西部児童館運営委員会 出席：会長・企画 

６ 

 

１４ 自治会連合協議会（略称：自治連協） 定期総会 出席：企画 

１５ 防災講演会・地域防災活動報告会 

・優秀活動グループ表彰：五中防災会 

・防災講演会：「女性の視点で考える避難所運営」国崎伸江氏 

出席：会長・企画 

１６ ゴルフ会 参加者：１８名 

２２ 子供会補助金説明会兼補助金支給（４グループ） 

・飛田給小：３南 D（７０名、￥２１，０００） 

・飛田給小：３南 E（４１名、￥１２，３００） 

・三小：たんぽぽ（９３名、￥２７，９００） 

・三小：のびっこ（５８名、￥１７，４００） 

合計（２６２名、￥７８，６００） 

出席：会長・企画 

２２ ＡＥＤ講習会 出席：企画 

７ 

 

２０ 環境美化ポスター展作品募集  

２１ テニス会 参加者：２３名 

２５ 西部児童館祭り実行委員会 出席：企画 

３１ 五中防災会：   

８ ２８ 五中防災会：  

３１ ＢＢＱ大会用品購入、環境美化ポスター展最終選考  
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９ 

 

７ ＢＢＱ大会実施 

・かき氷機、大型炊飯器、テント、等をレンタルし実施。 

 本年度は、参加者用テントを増設。 

・慰労会を児童館会議室で実施 

４２１名（８６％） 

（申込４７５名） 

 

１１ H２５年度赤い羽根共同募金説明会 欠席 

２２ テニス会 参加者：１３名 

中旬 敬老金（￥３，０００）：満７０歳以上の世帯へ支給 １００名 

２５ 五中防災会（「避難者トリアージ」図上訓練実施）  

２８ 工場見学（バス１台）：カップヌードルミュージアム、ＪＡＬ機体整

備工場、キリンビール工場 

参加者：３７名 

２８ 

２９ 

防災士研修会・防災士試験 出席：会長 

１０ 

 

９ 青木病院 秋祭り  

１８ 個人情報保護制度説明会 不参加 

２７ 西部地区小地域交流事業（西部ふれあいの集い） 協賛金納付 

１１ １０ 多摩川クリーン作戦 参加者：３９名 

１７ 西部児童館祭り（飲み物の配布担当） 支援者：６名 

１７ 東京防災隣組シンポジューム２０１３ 出席：企画 

２４ ゴルフ会 参加者：２０名 

２７ 五中防災会：避難所運営マニュアル図上検証  

３０ ボウリング大会 参加者：６７名 

１２ 

 

 

７ パントマイム「道化師からの贈り物」公演 参加者：１１５名 

１５ テニス会 参加者：１３名 

１７ 「上石原まちづくり協議会」準備会 出席：会長・企画 

２１ 「災害時要援護者支援講演会」 出席：企画 

２６ 五中防災会：「避難所運営マニュアル」検証  

２８ 

２９ 

年末見回り実施 参加者：３５名 

１ 

 

１８ 役員新年会 参加者：１６名 

１９ テニス会 参加者：９名 

２１ 自治連協 新春懇親会 参加：企画 

２７ Ｈ２５年度防災市民組織リーダ研修会 出席：会長 

２ ４ 「第三小学校地区まちづくり協議会」準備会 出席：企画 

２０ 第２回 西部児童館運営会議 出席：企画 

２６ 五中防災会 出席：会長 

３ １ 自治連協「孤立化防止フォーラム」 出席：企画 

６ 上石原浄水所における応急給水訓練 出席：企画 

１６ 小学校卒業生へ記念品贈呈（英和辞典・漢和辞典） ４４名 

２６ 五中防災会（「五中避難所運営マニュアルＶ４．０」検討） 出席：会長 

(注１)調布市防災教育の日：東日本大震災を受け、調布市が全国に先駆けて設定したもので、毎年 

４月第４土曜日が指定されています。この日は、調布市の全小学校・全中学校において学校・保護者・

地域の連携による防災教育と防災訓練（避難訓練、保護者引き渡し訓練、避難所運営訓練等）が、

（各々独自に）一斉に行われます。 

（注２）卒業式・入学式・合唱コンクール等の学校行事への出席は、省略。 
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［Ⅱ］ 決算報告・会計監査報告 （会計・会計監査） 

 

（１）会計報告： 

平成２５年度収支の概況及び主要偏差理由は、以下の通りです。 

[収入に関して] 

・会費＝予算比１００％ 予算通り。 

・補助金＝予算比１０１％ 予算通り 

・全体収入＝予算比１０１％ 予算通り。 

[支出に関して] 

（a） 事務費・行動費 

①各種会議では茶菓子・茶の提供をやめ、夏季役員会時のみソフトドリンクを出しました。 

②事務費＋行動費＝予算比７８％で終了しました。 

（b） 社会福祉費 

Ｈ２５年度新設した「盲導犬協会への寄付」は、ＢＢＱ大会での盲導犬紹介の日程調整が出

来ずＰＲの場を失い、結果として寄付を中止しました。 

（c） 慶弔費 

弔慰金は、３件有りました。 

（d） 福利厚生費 

① 敬老金＝予算比１００％  （対象者＝１００名） 

② バーベキュー大会＝予算比１０８％ 

日差しが例年強いため参加者用テントを増やしたため。 

③ 地域内交流＝予算比１２５％ 

予算作成不備及び管理不足で予算比＋２５％（＋￥８０，７２４）超過しました。 

内訳： 

・ボウリング大会＝＋￥１０，８６３超過 ・ゴルフ会＝＋￥８，８３０超過 

・テニス会＝＋￥６，６５４超過 

・クリーン作戦参加賞費用＋年末見回り参加賞費用＝＋￥５４，３７７予算未計上 

④ バス旅行＝予算比１０８％ 

いちご狩りの参加希望者が多くバス２台（予算）をバス３台としたため、予算超過しました。 

⑤ 凧揚げ大会＝－￥３８，０００ 

⑥ 福利厚生費全体＝予算比１０４％ 

（e） 防災会費 

「防災士の研修・試験」を、荒井会長が受験し合格しました。 

（f） 会議費 

全体費用＝予算比１１４％ 

役員新年会費を、管理不足で予算￥１９，０００超過しました。 

（g） 通信費 

全体費用＝予算比１２４％。 

携帯電話Ｗｉｌｌｃｏｍの３月分電話料（￥８，０８７）の予算計上漏れ及び役員定額通信料＝月

額￥５００/人を￥２００/人減額する予算を計上したが、役員会で否決され増額となった。 

（h） 雑費 

全体費用＝予算比８６％ 

八幡神社例大祭への寄付は、雨天で神輿も出なかったため中止しました。 

（i） 支出合計 

予算比１０２％となり、わずかながら予算超過となりました。 

詳細は、別紙：「平成２５年度 決算報告」を参照願います。 

［全体に関して］ 

差引収支予算（－￥４７０，４６０）に対して、－￥５００，６２２で決算。 

対予算比￥３０，１６２の赤字。 

 

（２）会計監査報告： 適正に処理されており、問題は有りません。 
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第２号議案： 平成２６年度 ブロック長承認 及び 役員選出の件 

 

［Ⅰ］平成２６年度 ブロック長候補 （会長） 

 

平成２６年度は、下記の方にブロック長を御願い致します。（敬称略） 

マンション理事（ブロック長）は、各マンションの総会時期に交代になります。 

 

ブロック ブロック長候補者名 

第１ブロック 片岡 良人 

第３ブロック 亀井 知孝（ともたか） 

第４ブロック  

第６ブロック 
西本 美則

み の り

 

第７ブロック 水野 哲夫 

第８ブロック － 

第９ブロック 鈴木 イツノ 

第１０ブロック 大森 俊介 

第１１ブロック（メイツ調布） 成田 一也 

第１２ブロック（GSハイム） 小西 公明 

第１３ブロック（サンベール） 未定 

第１５ブロック（コスモ） 入江 充子・関田 誠 

第１６ブロック（ガーデンフォート） 平尾 徹夫・三橋 康人 

 

［Ⅱ］平成２６年度 役員候補 （会長） 

 

会則第２２条により荒井会長、羽鳥副会長は、その職を継続致します。 

今回新たに下記の方を推薦致します。 

・石塚 克人氏：企画→副会長（主担当：渉外、防災、バス旅行） 

・西本 美則氏：企画（主担当：高齢者支援事業） 

・水野 哲夫氏：書記 

 

（敬称略） 

役職名 定員 候補者名（新任・再任） 担当分野 

会長 １名 荒井 清勝      （残任期：２年間）  

副会長 数名 羽鳥 眞弘      （残任期：２年間） ＩＴ部会、ＢＢＱ 

石塚 克人 （新任） （任期：３年間） 渉外、防災、バス旅行 

事務局  

 企画 数名 大森 和幸（再任） 筆頭企画 行事全般、物資調達 

平山 四郎（再任） スポーツ部会 

井下 知子（再任) 児童、環境美化 

西本 美則（新任） 高齢者事業 

企画補佐 数名 必要に応じて役員会で選任する（会則第１９条）  

会計 １名 金子 忠義(再任）  

書記 １名 水野 哲夫(新任)  

広報 ２名 小西 俊明(再任）  

鈴木 イツノ（再任）  

会計監査 ２名 小泉 洋一(再任）  

根本 忠雄（再任）  

顧問 数名 空席とする。  
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第３号議案： 平成２６年度 活動計画 及び 予算（案）審議・承認の件 

 

［Ⅰ］平成２６年度 活動方針 （会長） 

 

平成２６年度の活動方針を、次の通り提案致します。 

 

（１） 基本方針 ：  

 

① 透明で公平な自治会運営の推進を図る。 

 

自治会活動では、会員の高齢化も進みますます役員のなり手が居なくなる傾向があります。 

結果として特定の人たちが役員を継続する事となり、どうしても会の運営状況が不透明に

なりがちです。 

平成２６年度は、幹部役員の交代を図ると共に、行事計画の明確化とその実施結果を的確

に公表することにより、より透明で公平な自治会運営を実現します。 

 

② 事業予算を見直し、単年度黒字化を図る。 

 

前年度の負の遺産が有るため、直接的に収支改善を図る事はかなり困難ですが、各事業

を色々な面から見直し、単年度収支を改善します。 

・予算を 

総務費関係（固定費）：会運営上必須経費 

事業費関係（変動費）：会の運営方針に従い実施される各種行事費用 

 

に大別し、変動部分を明確化し事業改善を行います。 

・「行事企画書兼行事報告書を創設し、運営することで、予算管理を的確に行う事とします。 

 

（２） 分野別活動計画 

 

分野別活動計画を、下表の通り提案します。 

 

表２ 平成２６年度 分野別活動計画 

項番 分野 事業名 新

規 

特記事項 

１ 情報発信 ホームページ（ＨＰ）運営   

２ 会員・ 

地域内交流 

ＢＢＱ（バーベキュー）大会  実施日：２０１４年９月６日（土） 

有料化（参加費：￥２００徴収） 

環境美化・防災行事併設 

バス旅行（潮干狩り）  実施日：２０１４年６月１日(日) 

バス２台（８０名以内） 

テニス会  大人・子供を含めたテニス練習。 

本年度は、継続可否の評価期間。 

ゴルフ会  年間２回 

ボウリング大会  有料化（参加費：￥２００/人徴収） 

３ 高齢者支援 敬老金支給制度  １世帯￥３，０００（７０歳以上） 

「西部ふれあいのつどい」 

支援 

 賛助金納付（￥２，０００） 

在宅者交流促進 ★ 在宅者向け茶話会設置の検討 

４ 健全育成 小学校卒業記念品贈呈  ￥４，５００前後の記念品 

児童文化事業  ★①天文教室の開催 
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②西部児童館の図書・備品整備支援 

子供会補助金制度  当自治会員子弟が所属する子供会

のリサイクル品回収作業等の環境美

化活動に対して補助金を交付 

（￥２００/人） 

凧揚げ大会  独自多摩川クリーン作戦併設 

５ 防災 「調布市防災教育の日」 

防災訓練に参加 

 五中防災訓練（避難所運営＝受付業

務の訓練）への参加 

避難所運営マニュアルの 

作成と対応組織の編成 

 ①五中防災会の運営支援 

②五中防災会の「避難所運営マニュ

アル」作成・検証に参加。 

防災技術・知識の習得  日本赤十字看護大学主催の実践的

技術・知識の習得 

調布市水防訓練   

防犯・美化パトロール  年末見回り：１２月２８日・２９日 

６ 環境美化 独自多摩川クリーン作戦  年間１回 

防犯・美化パトロール  年末見回り：１２月２８日・２９日 

子供会補助金制度 

（環境美化） 

 ４項参照。 

環境美化ポスター募集  ポスター選考・展示（ＢＢＱ大会） 

（注１） ★印は、新設分を示す。 

 

［Ⅱ］平成２６年度 予算 （会長・会計） 

 

平成２６年度予算編成方針は、下記の通りです。 

 

（１） 違法状態の解消 

自治会支出として現在違法状態の事項が有りますので、これを適正にする事としました。 

①共同募金の予算計上・一括支出の廃止 

 ２００８年８月最高裁判例により、任意募金である各種共同募金を、予算計上・一括支出する行

為は、適切ではありません。平成２６年度より社会福祉費の費目を廃止する事とします。 

②八幡神社寄付金の廃止 

 本件も①項と同様です。また、会則６条（２）にも反するので平成２６年度より廃止します。 

（２） 単年度黒字化の実現 

平成２２年度より、予算時より「単年度赤字」となっており、決算も赤字となっています。このままで

は、いずれ剰余金が枯渇し活動に支障を来たす恐れが有りますので、各種行事の推進方法を再

考し単年度赤字解消に努力します。 

（３） 各種行事の受益者負担の一律化による費用負担の適正化実現 

（４） 各種行事計画の明確化の推進 

各種行事の計画に当たっては、明細を記述した「行事企画書 兼 行事報告書」を担当企画が作

成し、役員会で審議・決定する形態とします。今回、行事予算は添付の行事企画書に基づいて作

成しております。 

（５） 個別予算費目の予算編成方針は、下記の通りです。 

(a) 収入に関する考え方 

① 戸建戸数： 予算値＝７４戸 

② 回覧業務費・京王閣競輪場周辺地域対策費は、７９５会員で申請済。 

③ 行事参加者は、原則有料。 

また従来通り非自治会員の参加には、高額参加費を徴収します。 

(b) 支出に関する考え方 

(i) 事務費：前年実績相当としました。 

(ii) 会議費：一般会議費は前年実績相当とし、役員新年会費の削減を図る事としました。 
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(iii) 行動費：前年実績相当としました。 

(iv) 慶弔費：弔慰金４件分を計上しました。 

(v) 分担金：Ｈ２６年度より各種団体等への会費を明確化しました。 

(vi) 通信費：前年実績相当としました。 

(vii) 雑費： 

清掃用具庫場所代（月額￥１０，０００）と振込手数料￥２，０００を計上しました。 

(viii) 敬老金：対象者１００名で計上しました。 

(ix) 環境美化費： 

①多摩川クリーン作戦：前年実績相当としました。 

本項には、年末見回りの経費を含みます。 

②子供会支援：補助額を￥３００から￥２００に減額します。 

(x) 健全育成： 

①児童文化事業：経費削減対象として児童劇（１０万円）から「天文教室」（３万円）に変更し

ます。 

②卒業記念品：対象者数＝４６名で計上。 

(xi) 地域内交流 

①ＢＢＱ大会：賞品は「ごみ袋」とします。 

②バス旅行：バス２台で計上しました。 

③ボウリング大会：前年実績相当としました。 

④ゴルフ会：参加者負担率を、他の行事並みに設定したため増額となりました。 

⑤テニス会：年８回設定。Ｈ２５年度設置しましたが、参加者数が少なく、Ｈ２６年度は評価

期間として予算計上しました。目標は、毎回１５名以上の参加とします。 

(xii) 防災関連費： 

応急看護用品の購入予算を計上。 

(xiii) 社会福祉費： 

本年度より費目より削除。広報用チラシの配布等は、継続実施します。 

(xiv) 予備費 

H２６年度で大きな変動見込みはないため、予備費は設けません。 

 

                                                －以上－ 

 


